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1•特に注意しでいただきたいこと、 

(安をのために必すお守りください）1- 

2•使巧する場所 . 

3 •各部の名称 . 4へ 

4•使巧前の華備 . 7へ 

5•使用ちま（使い方） . 8〜 

6•安を装置 . 

7•その他の装置 . 

8•曰常の点侯-寺入れ . 巧 〜I 

9.定期魚検 . 

10•巧障•異常の見分け方と処置方を巧〜; 

11•部品交換のしかた . \ 

12•保管（長期間使用しない場さ） . ; 

13.仕様 . ： 

14•アフターサービス . \ 

15•据え巧け . 23〜; 
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この取扱説明•および製品への表巧では、製なを巧をに正しくお使いいただき、ちなたや他の人々へのちまやおを 
への損害をホがに的止するために、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と忌附ま巧のよラになっています。 
巧容をよく理巧しでから本文をお読みください。 

A ち git この表示を無巧しで、誤った巧り扱いをすると、人び巧じ、重巧を負ラ巧能な、または义炎の 
胃〇 巧能巧が想定されるの容を巧しでいます。 

A :子ち この表示を無視しで、誤った巧り扱いをすると、人ぴ傷害を負ラ巧能なや物的損なの発生び巧 
ZIA /ェ風 定される内容を示しでいまず。 


お表示の例 


A 
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成記号はま焉を促す內容びあることを告げるちのです。 

圈の中に具体的なま息の容(左图のおさは一版的なを意)びお力、れでいます。 

記着は禁止の巧為であることを告げるちのでず。 

图の中や巧樹こ具体的な禁止の容(左図のおさは巧ソリン禁止)がおかれでいまず。 

〇記音は行為を指示する内容を告げるをのです。 

因の中に具化的な指示巧容（左図の巧さは軍源ブラグをコンじントからをいでください） 
び描かれでいます。 


Z^ 警告 (WARNING) 


♦ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮お巧の畐いなは、紀巧に使苗しないでください。 
义災の原因にな0ます。 

•給排気筒（管、ホース）外 Tl を険 

給が気筒（宮、ホース）ががれたまま使巧しないでください。 
がれでいると運転中にがガスび室巧にちれで、ち巧でず。 


♦給排気筒トツプ閉そく危険 

巧雪が多いときには、おが気簡トツプの周りび雪でふさがれでいないこ 
とを確認しでください。ふさがれでいるときは、除雪しでください。 

閉そくしでいると運お中じがガスび室巧にもれで、危おでず。 

♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などのを燥には使用しないでください。 

巧類び葱下して义びつき、乂災の原因になりまず。 

•温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで遍風吹出□やを気取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因になります。 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー生や力たツトこんろ巧ボンベなどを、湿®のあたるところ 
に®涅しないで < ださい。 

熱で伍の圧力び上びり、爆発しで盾巧です。 
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1 •特に注意しでいただきたいこと（安をのために必ずお守りください) 



{CAUTION) 


♦カーテン、可燃物近接禁止 ノノ Y 

カーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。 I 

义災び発をするおそれがあります。巧燃物と雖隔距離については ^ 

標準据えはけ図例に3ページ）を参照しでください。 ^ j f / 

鲁給油時消义 

おミ由は、必す消乂しでからおこなつでください。 I 

义ぶのおそ伽ぶりまず。 

♦異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 1 :I 


参温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、ストーブ前面や粹上部前面およびおが気筒トップにまなどふれないでくださし、。 
やけどのおそれびありまず。 


♦分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、やけどのおそれびありま 
ず。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。かびか力、ると漏電やが摩の 
おそれびあります。 


•改造使用の禁止 

巧造しで使用しないでください。また、ストーブやお排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
__を取り巧けないでください。乂がやがガスび室内にちれる原因となり危おです。_ 

参電源コードを傷めない ； ご^ 

電源コードに無理な力をリ〇えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持つで引き抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。 
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A ま意に AUTION ) 


•灯油の巧管 ' 

巧油は、义気、雨水、ごみ、离温および直射曰光を避けたお巧に保爸しでください。ガソリンなど ■ 
といつしょに保度しないでください。誤つで使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 t 

1 

•変質な油禁止 /CN 

を質な巧、不純•な'油（巧れたな巧、水のおじっているな巧など）を使用しないでください。 (\^) 

異常燃焼のおそれびあります。 

•ファンフイルタをはずしての運お禁止 /〇. 

巧流用送風機のファンフイルタをはすしたがおで運転しますと、カーテンなどをききこんで义災に （ X ] 
なるおそれびあります。またまなどふれるとけがをするおそれびあります。 

♦給排気筒付近の可燃物近接禁止 P 

給が気筒トツプのおくに、な;巧や巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を置かないでください。乂災のおそれびあります。 h 

Is 

〇 

♦指や棒を入れないで 

温風吹出□やを気巧入れ□などに指や異拘を入れないでください。ケガや乂災の原因になります。 xy 

♦巧]めてお使いになるとをのま意 一 

巧めでお使いになるときは、耐蘇塗料などび焼き巧くまで煙と吴レが出ます。しばらくの間おをあ m 
けで部屋の換気をおこなつでください。また、ル烏やか動物などに影答する場台力 《 考えられまずの W 
で、この間は部屋に入れないでください。 > 

1 

J 


お願い (NOTICE 

•機器を廃棄ずるとをのま意 

ストーブを巧棄処分するときは、定迪面器のな油を 
巧きとっでください。 （16 ページ） 

灯ミ由を入ったまま巧棄するとリサイクルの像に思わ 
め事故になるおそれびありまず。 

♦巧油の廃棄 

巧'巧の廃棄処分は、巧巧をお買いずめじなった販売 
店にご相談 < ださい。 


2•使巧する場所 


ストーブをままに使巧するためには、巧巧の選定び大切でず。 


安をに使巧するために 


を 




今 




0 
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•マントルピースなどには据え1すけ 
なレでくださし、。 


>摄离び1 000 m を超える高巧では使巧しないでください。 
(空気のお度が薄いため、燃焼に必夏な空気び不足しまず。） 


巧!栗的に使用するために 


気 


/で 

気 


み 


•冷気の入つでくる方向、例えばお側などに居くと、巧気がス I -ーブで暖められで巧流 
しまずので、効果的です。 

•部屋のなおを工夫し、部屋の温度の現節を必びけましよラ。 


























外観図 
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-上面板ふた 


上商祗 


とつで 


表示部 
-水平器 


.〜'……—運車ごスつツナ 

操作部 

(才ープンポクツト） 
〜定油面器 IJ 它ットレバー 


mm - 


対流巧送風機(巧部） 


本体固定を真 


結が気筒 


燃焼用送風機(巧部） -- — 

ミ。孙ルー乂 . . . 

が気管巧け横が用リード線 



フアンフイルタ 


対流フアンブース 


本体固定金具 


--調節脚 


-ルームケーモ 


構造図 


燃焼筒ふた押え 


放熱器(巧部） 




、節熱板ふた 


-燃焼筒ふた 


スクルトン 


部赴-心 


i 


—過熱防止サーモスタ、シト 
異萬過熱防止サーモスタクト 


• 反射板 


燃焼リンブ(的部） 


I . J _ _ J ! I r 11 ■ 

を：ミ VI I I I 川 1 肺 I 



点乂ヒータ.. . 

ボットサーミスタ（巧部） 
点乂ネット(巧きむ-- -- 
ノズル例部）. . 


諭 - 



「操作部は 
開さます」 


プリント配線板 
フレーム□ッド 

-ボジトノ ー ナ 

…… まをサー S スタ 
(薑す反上） 

-定な面器 

巧震白動消乂装置 
OT 部） 


-電磁ポンプ 
——送油管 











































表/ホ部のさ称と働さ 



室温設定ボタンで設定した塞湿をデジタル表示 
します。 

ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの 
力巧び記曼表示（モニターサイン）されます。 



• タイ7—運お中は点なします。 -じーブ運括中は点のし、解お 

• タイマー運転停止中はミ肖なし するとおなしまず。 

ます。 •室温設をを10で （ F 点設定） 

-にすると巨動的に t — ブ運転 

にな0点のします。_ 



•巧す （■) と遠転（点义) 
























■牙ープンポケツトの開 H 

•才ープンポケットを姪く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作後程く巧しちどすと□ツクしで止まります。 

誦纖綱議瞧 i 纖誦 I 豁唾静 


■操作音について 

•操がボタンを巧すとピッと音がします。 
誤操作をするとピッ音が2回します。 


































































燃料 


が巧は必ずな巧 （J ほ 1 g なな）を使巧しでください。 

ガソリンなど巧発性の®い巧は、义災の®西になりまずので組巧に®巧し 
ないで < ださい。 

隹 [ S 幸®巧巧な巧、巧れたな姐、がのおじっているな巧などは、巧巧に®用しない 
でください。 

♦ lA 注意 1口巧は、必す义巧•雨が•ごみ.离涯及び、直お曰がを®けた》巧になを 
しでください。 


蠻 



匯お巧の巧のま順とを患 

垂送油バルブを巧じでお油□ふたをはすし市おの給巧器具で口巧を給巧しでくださし、。 

油 S 計の針が r 満 J をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

参おミおの隐に、か、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 



給巧器具 


/給巧□ふた 


送巧バルブ 
かグージ 
ホ:抜きバルブ 


■給油□ふたは、«実に締めでください。 
■こぼれたな巧はよくみきとつでください。 
■燃料切れのをなと空気巧ぎの方る 


巧タンクを空にしないよラに注意しでください。 

巧タンクをいったん空にしますと、送油経路巧に空気がたまり、正窜に送'莊ができなくなることがあります。このよラ 
な巧さにはなの順巧で空気巧ぎをしでください。 



1. 油タンクにお巧します。 

2. ストーブのゴム舊口から、ゴムお送ミ巧管をはすします。 

3. ゴム製ちお宮から'泊び连続しで流れ出ることをおかめでからごム製送巧管をちと 
どおりにス I ■"ーブに巧り巧けます。（巧がこぼれないようじ容器を苗意しでくださ 
い。） 


運弦開始前の準備とお認 


■まを装■のたツト、取扱上のま憩 










■送が涯巧の巧ちれの巧親 [ 

♦巧タンクや送;'由管の接合部などからミ由ちれびないかどラか®認しで <ださい。 

■ 笔気お線 の《認 

♦ |么ま意| 電巧プラグをコシたントに巧の根巧まで巧実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

苗属謹 PPl 記コード娩か，発追編ぐために•- 謂寶 S 誇‘.^ミ di が feUK 義冀基設觀顯鹽&皆巧 
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5.使用方法(使い方）_ 

H ! 運お開始（ぉ义) 



•才ープンポケット内の义力調節っまみで「き動運お」と「手動運転」が設定できます。 
ご希望の運転ちをでご使用ください。 

( 点义順唐つ 

■义力調節 r 自動運転 j の場さ 



手動义力調節 


微少ル 中 乂！ 

♦ 

； . — .. —- 


_ ノ） 


>乂力調節つまみを「自動」に合わせでください。設定室温と部屋のが況じ応 
じた义力で燃巧しまず。 

(义力調節 r ま動運振」（微か〜大）の場合は、火力調節つまみの設定乂力で 
燃焼します。） 

►時計させは 1 Q ぶ,ージ r 現を時刻の調節方法 J を参照しでおこなってくださ 


運謗 、 
1入•切里 



|| i 


す3 
備 S - 
燃4 
人焼分 

间 
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澤あ 
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運転スイツチを巧す 


• 運転ランプ点'な 
• 設定室温表を点な 
-燃焼巧送風機まわる 

ルミを量流出 
巧流巧送風機まわる 

設定室湿と部屋の状 
おに応じた乂でじな 
る 


1 • 時刻表示力巧易巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運括スイツチをがしで「入 J にしでください。 

自動的に、巧のよラに運起（そ備燃焼 < 本燃焼）します。 

(义力調節 r ま動運転 j (微か〜大）の場をは設定室温の表示はありません。） 


時計 • タイマー 


設定室湿 


MICRO COMPU — 
COWTROl 


化ノ •運賠 


〇た-ブ運転 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力になります。 


麵瞧誦圃誦猶誦 i 動が爲賴顆誦麵麵觀 filBi 
li 进と.嘯画誦賺獅誦麵幽圓諭讓窠洁觀寒誦顚謂識^ 


















オーブンポクット巧の义乃調節つまみを[自動]に含わせると、ルームサーモによる自動運おとなり、設定室温に自動 
諷節ホれずず 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますのでなのよラに調節しでください。 

_ •室湿設定ボタン「高め」を巧ずたぴに1で上昇します。 

低を> 高め （上眼29で） 

_乙~^^ r>(X • r 低め J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはい 

/•'/ ‘ /室温設 きなり10で （ F 点設定）となります。 

/ / / /') ‘、 \\ ^ \ ♦ lo で設定の巧さはたーブ连括表示ランプびな'なし、じーブ适輯とな 

/ ク /\ りまず。 



/設定室湿を15でな上に上ばるとたーブ運転表示ランプび消え、 ' 
\有動的に解除されます。 


义力調節 r 自動 J 運転時に、微か乂たでち室湿び設定室温より上昇する場さ、設定室温よりお3で上昇すると自動的に 
消义し、設を室温まで下がるとお义動作に入りまず。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを巧ぎます。 


入/切 


わーブ衾 



•き温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーブ運おボタンを巧し 
で < ださい。 

たーブ運転を示ランプが点なし、たーブ運おとなりまず。 

参たーブ運おボタンを泻度巧すことによりたーブ法乾表示ランプが消 
え、たーブ連おおなとなりまず。 


义力調節 (寺動調節一手動運転） 


室温設定による自動運おの化に、义力調節つまみによる寺動义力韵節び巧能です。 
巧のよラにしてください。 


自動1「手動义力調節 

微少ル 中 乂 

• MlllIhllillMIIIII* 


>才ープンポクット巧の乂力韵節つまみを r 祝[か」から r 大」の間の 
ご希望の位屋に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、チ備燃焼び終3すると約 2. 5分間乂 
力は中义乃になり、そのをは义で調節つまみの設定乂乃で燃焼しま 
す。 


■おのがお 

ストーブの据え付けやおが気筒の設置を件で、炎は夕か巧化しまず。 






舞う’.！風蕾;; す 














お义順巧 



運転スイツチを巧しで r の」にしでください。 

運起ランプび消なしまず。 

燃焼室びちがずると自動のに燃焼巧'送風機、対流巧送風機力 《 停止し、時刻表 
示な外のすべでのランプび消なします。 


♦區^難議誦解をだ錢阔蘇麵麵脑纖巧かる始纖过; 

. ンなをおを錶渡おを類 I 課阱若;:!•‘、.;：.、•:ミ;;匙;.1:;; i ;•:•:! 苗垣.; rn ; 當;背:邏鹽賠 i •嚷;ミ vf 覇苗ご;:、;.•饒; te 疆顯馨揖義帮 
夕鋪班涛髮譚な、:、鹤续寒搗讓篆起;.:(載が，當 £i 幫援强托、::を監を:;强 y 當麗馨琵證講1 L 
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消义を、再点义するときのを意 ■ 


•燃焼中に誤つで霉源プラクを巧いたり、運転スイッチを rtajj にすると、再点义まを装題の働きで、ストーブがち a 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間のな消义操作（約1砂む巧）の場食は、そのまま燃焼が継続されます。 

•停電時には、必す運乾スイッチを「の」にしでください。 


■ 


1. オープンポクット巧の時計調節スイッチを r 時計含せ」にします。 
はじめで使巧するときや、電源ブラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンをがしで現な時刻をさわせます。 


例：す前6時15分に合わせる場合 

①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 ® r 分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 




現在時刻の調節方法 



3. 必す時計調節スイッチを「通萬」位置にもどしで<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置にもどした時点から動き始め 
ます。） 


、，琴城靜狮スィッチが诗が葬赛ぉ讀辕お错;鶏興だ; g 黃 



















■運お時刻のさわせ方 



1 . オープンポケット巧の時計調節スイッチを r タイマーをせ J にします。 

2. 時計菊節の r 時 J • r 分 J ボタンを巧しでタイマーお义時刻をさわせま 
す。「分 J は5分ごとに動きまず。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

の r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ② r 分 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 



これでタイ7— t ツト時魏が記憶されました。 




3. 必す時計調節スイツチを「通常 J の置にちどしでください。これで時刻 
表示には規巧時刻び表示されます。 


■タイマー運振ちる 



1. 運転スイツチを拝しで r 入」じしでください。 

(燃巧中の場をはそのままでず。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、乂力に合わせでください。 


3,タイマー它ットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたット時刻が表示され、タイマー表示ランプび点な 
し、タイアー運おに入ります。 

(このとき、燃焼用送風機が、10分巧運転しますび夏常ではあ0ません。) 


•タイマー它ツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され綜けまず 
♦運乾中にタイマーじツトボタンを巧すと、ストーブは有動消义し、運おを停止します。 



















■タイ 7 —運睹の巧な 



f Til 

\、二を 


[I 




0タィト 


参タイマー t ツトボタンを押します。 

タイマー表示ランプが消なし、時刻表示に現を時刻び表示され、タイマー 
運起び解除されます。 

•このままであれば自動的【こ運起を開始します。運転を停止する場含は、運 
転スイッチちがしで「の」にしでください。 


I タイ7—たツト時刻•現在時刻の巧認 

1. 時計調節スイッチを「時計合せ」又は「タイマー含せ」に合わせます。 


視を時刻の確認 タイマーじット時刻の確認 

2. 現を時刻又は、タイマーじット時刻力*時刻表示に表示されまず。 

3. お詔後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にをどしでください。 


モニター サインについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの力巧び設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場さ記着表示のの客を、ストーブ左側面に巧刷されたモニターサインー覧表、または 19〜20ぺージ 「故障•冥萬 
の見分け巧と処置ち法」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表> 


モニターサイン 

異煮が態 

モニターサイン 冥帯が態 

E 1 

途中 消义 

Ed 

巧流フアン回おが異常ち出 

E2 

不着 义 

EE 

停止時ポット異萬お熱 

E3 

巧 涅が動 

EO 

基あ温度異常 

E 4 

ををサーモ巧動 

PI 

ポット予熱不足 

E 已 

巧気管巧けお巧作動 

P2 

ポット温度巧下 

E 6 

ルームサーモ断線 

P 3 

ポット異常過熱 

E 7 • E 9 

停 运 

P 4 

不 消 乂 

(消乂時間び長い） 

ES 

疑似 义ぶ 

E A 

燃焼用送風機異常お出 

P 5 

基板 不良 

EC 

ルームサーモ短絡 



使用上のを意 


本書の「特にを意しでいただぎたいこと、ををのために必すお守りください J の他に、なの項目についでちま意しでく 
ださい。 

•クリーニング店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽适 I こ使巧しないでください。 
•雷び発をしたとき、雷（誘導雷）により一時的な逼電巧びかかっでち、過電圧防止装置が機器を保護するしくみにな 
っでいますび、大きな雷（直擊雷など）の場含は、電子部品を損傷する恐れびありますので、電源プラヴをコンたン 
卜からあいでください。 







このストーブには次のよラな安を装置びついでいます。 

すべでのちを装垣は、異常び取りお力、れでち再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


まを装置 

原困-作動結栗 

姐置ちを 

- - - t 

1 

巧 お 白動消义装置 
表示） 

1 

i 

• 強い巧 巧 や衝尝を受けたとぎ 

ク 

. モニターサイン 1 表示 
- 自動的にお义 

•ストーブの同のに異窜ぴないか垣巧^ 
し、な乂揉巧しでください。 

(巧震自動お义装置は作動を白動的 1 
にたットされます。） 

1 

点义安を装置 

燃焼制御装置 

(フレーム〇ッド） 

( 表示 ’rF す! 表示 ^ 

\ (をか消乂） く不 a 乂） J 

•点义 S スをしたとさ 
•途中夕乂をしたとぎ 
•おが異巧にルさいとき 

ク 

. モニタ-"サイン If ; 1 表示または 
け？を示 
- 白動的に消义 

• 曰巧の点巧-手入れ （15 〜18ページ 

参照）をしてから点义巧巧をしでく 
ださい。 

•なおち冥巧がある場合は、お買いず 
めの販売店にご巧鼓ください。 

停電巧を装置 

1 rm ま示 •です ま示 、 
(30 抄 leUi ) い 秒な上 \ 

\ \30砂末滿/ ； 


♦巧巧したとき 

♦巧 源プラグび巧けたとき 

ク 

* 适巧後モニターサイン im 表示ま 
たは f 日 1 表示 
- 自お的に消义 

• rrn の巧含、時計などのたットを 
しでから、点义巧巧をしでください。 

♦ \ TT ： の巧さ、通想を点义巧たをし 
で < ださい。 

1 ♦巧おプラグをお贸しでください。 

過熱防止装置 

•週熟巧止サーモスタツトロ〇で 

(If 叫 表示） 

•巧流巧を®おのフアンフイルタやス 
トーブの前面びふさびったとき 
•ス1ブの前面に巧き物などがある 
とぎ 

ク 

- モニターサイン [ JW ] 表示 
- 自動のに消义 

•原因を取0おいでから点义揉たをし 
で < ださい。 

/異常適が防止サーモスタット：\ 
220でが作動した 巧る （表示が全 
お打）は、点巧-侵 a をの巧しで 
\<ださい。 / 


•盾巧したときの再お巧後（匿王または店哥表示）点义操作をずると [I 互表示び出ることびありますび、これはストーブ 
の湿度が一時的に上昇するためで、異おではありません。4〜5分冷®したをに、点义揉巧をしでください。 




装置の各称 


再点义まを装置 


排気管巧け検巧装置 
(で5—表示） 


燃焼巧送風機異常 

お出装置 
( I 互表示） 

巧流南送風機異常 

検出装置 

( 尼互表示） 

過電流防止装置 
(表示部を消な） 


ま全サーミスタ（基板と: 73’ C ) 
([ F 巧表示） 


原因-作動結果 

♦消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

. 約2分間のを却後でないと点义動作 
に入らない 

• が気管の接続部びはすれたとき 
♦ 排気管巧け検巧巧リード線びはすれ 
た0、断線したとさ 


モニター サイン圧言]表示 
ストーブの運転を停止 


>◎お数か f 異常に低下したとき 

ク 

モニター サイン EH 表示 
ストーブの運転を停止 

>回お数び異萬にほ下したとき 


モニター サイン I Ed I 表示 
ストーブの運較を惇止 

>内部お綜のショートにより過電流が 
流れたとき 

ク 

電流ヒューブがのれ、ずべでの運転 
を停止 _ _ 

»巧流巧を風機のフアンフイルタやス 
I ブの前面びふさびつたとさ 
►ス1 -ーブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

モニター サイン圧夏：表示 
白動のに消乂 



処置方ま 

約2分経過後、自動的に点乂動’ 
がを開始します。 


>給が気筒およびが気管の接続部に、 
はすれ*ゆるみびないか確認しでく 
ドさ,、 

• 排気管抜け検巧巧リード線のゆるみ 
または、はすれ.のれびないか確認 
してください。 


が気亡|キ1^ッブ 


排気管おけ 
夕知巧 IJ ー ド線^ 




• 裏常ほ下の原因を取0おいでから点 
义揉巧をして < ださい。 

• なおも冥常がある場さはお買い求め 
の販売店にご相談ください 

♦異常低下の原因を取り徐いでから点 
乂操作をしで <ださい。 

• なおち異常びある巧をはお買いずめ 
の販売店にご相談ください 

• お買いずめの販売店に修理を依頼し 
で < ださい 


>原因を取り除いでから点义操作をし 
でください。 

/異常過熱防止サーモスタット：\ 
220でび作動した場含（表示部を 
消な）は、点お，修理を依頼しで， 
\<ださい。 / 



点検•寺入れは消义を、ボットパーナび巧茹してから、必す霉源プラグをコンたントからおいでおこなってください。 



点検、手入れの必要項§、時期、方法 


■周囲の巧が物（使用ごと） 

♦ 垃 J を意 I ストーブの商西は、常に巧し、がえやずいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使南ごと） 

•ほこりやミ号れをそのままにしでおきますと、巧がしみたりしでちおです。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 


■油ちれ•巧のたまり•巧のにじみ（巧话ごと） 

•垣台-巧タンクに巧ちれ-巧のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
文、給油の隐にこぼれたな巧は、よくふきとってください。 



■ゴム製送が管の点«•巧巧の目 S (シ-スンの巧め） 

• r ごミち意 I ゴム《送が管は、屋外で ffiffi しないで < ださい。 

居巧での巧用は巧止されでいます。 

•屋巧でゴム製送巧管を使巧しでいるときは、隐お、昭縮、を質、をお、ひび割れびないか確認し、巧点のあるときは 
交換しで < ださい。 

交換の目安は、3年に一度でず。 

■巧タンク （シースンの巧め、適時） 

•'逆タンク巧はかやごみびたまりやすいをのです。給巧のとき、点検しでください。 

'油タンク巧の水巧き及び捕炼は、油タンクな属の取扱説巧害にがっでおこなっでください。 

■給が気筒の巧続部のゆるみ及びトツプの巧西 （月に 1 回程度） 

•給が気筒及び、トツプの周困に障害物び'置いでないか、ときどき点検しでください。 

•おが気简びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには必ず点検し、くちび巣をつくったり異物が入 
ったりしでいるときは、必ず«陈しでください。 

•給が気筒及び、排気管の接続部がはすれた0、排気管巧け侯巧巧リード綜びはすれたり、断線しでいないか点おしで 
ください。 

参おが気筒を一度巧りはすしで、巧び取りはけるとき、排気管の接続部巧部にはめこんである0リングび破慎しでいな 
いか淀かめでください。 



( P 40 4種 D ) ( P 40 4種 D ) 


















定恕面器 


①操作部の左側を句^ 

犯上ける苗まねす 


摸巧部 


3. 


定巧面おのストレーナの掃な（適時） 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレ—ナがついでいます。 

ごみびたまると、巧油の流れを巧げで、十分な乂でび出なくなります。 

巧のよラに掃膝しでください。 

1, 'ぶタンクの送巧バルブを閉じでください。 

2, ストーブの前おを止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下側を引き上げで、 
前に引いで巧りはすしでください。 

操た部を左図のように、の操作部のを側をかし引き上げで、@手前にまねしで、 
開いでください。定ミを面器びみえできます。 

ストレーナの掃除□に荷札などの屋紙を塞しこんで、巧ガイドを作り、その下 
に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 

定ミ由面器のミ号れた巧'ぶやごみびを部流れ出ます。 

5< ストレ_ナを取り出して、きれいな巧巧の中ですすぎ洗いをしでください。 
(かで洗わないでください。） 

♦凌 I 撼隸雜が觀辕讀麵隸導難 ii 靈聲 

糊参お麵麵が補鶴 

が攀麵錶曉禱辩嘯驾繫辆靖:麵譯惡燕を凄顯 

郑轉類婦靡麵 i 纖議瞧 teb 讀籠難薩盏義賣 


ん 




■ポットバーナの掃な 

参1ご注®掃なは、ストーブを消义させ巧分巧®しでから、おこなっでください。 

巧い巧巧でおこなラとやけどのおそれびあります。 

♦ポットバーナにすすびついで炎のおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスがたまりずきて着乂がお 
そくなったとまは、巧のよラにしですずを取り除いでください。 




燃焼筒ぶ、た巧え 




1 . 上画板ふたを巧りはずしでください。 


2. 频熱板ふたを取りはすしでください。 


3. 燃焼筒みた巧えを取りはすしでください。 

4. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

5. スケルトンは中ふたに取りついでいます。スクルトンをがラス円筒にあでないよう 
にしで、取りはずしでください。 


6. 燃焼リングをフレー厶□ッドに当でないよラにを意しで左図の方向に燃焼リングを 
まわし、取0だしてください。 


7. ノズル、点乂ヒータ、点乂ネット、フレーム□ッドをいためないように、ポットバ 
ーナ内部のすすをドライバーなどでかき慧としでから、巧でふきとつでください。 










点検、ま入れの必愛項目、時期、方法 



8. 組立でのお、燃焼リングは、ち図のよラに正しく確実に取り巧けでく 
ださい。 




■巧流巧送風機のフアンフイルタの擁お01に 1 回な上） 

ファンフイルタびごみやほこりで目ブまりずると、送風でび弱くなりが気温度上 
昇やストーブの表画温度び上昇する原因になります。〔過熱巧止装置（過熱巧と 
サーモスタット）またはまをサーミスタの風きで運乾び停止する場ちがありま 
ず。）巧の要領でス I -ーフま面のファンフイルタの掃巧をおこなつでください。 

1. 左国の矢印のよラにファンフイルタをま前(こ引き化し、ストーブ巧面から取り 
はすしてください。 

2. ファンフイルタに巧這したほこりを巧陈機で吸い取つでください。 

3. 掃おび終わりましたら、をとどおりに取り何けでください。 



参 齡ま意 I フアンフイルタをはずしたまま通おしないでください。 

巧流巧送風機のフアンフイルタをはすしたがおで運乾しますと、カーテンなどを巻きこんで义巧になるおそれびあり 
ます。またをなどをふれるとけびをずるおそれがありまず。 



■反射板-ガラス冉筒の掃お洒時） 

• r ごを^ »なは、ストーブを消义させな分}しでから、おこなつてください。 

巧いが腹でおこなラとやけどのおそれびあ0まず。 

•反射板及びガラス円筒じほこりびたまりますと、反射効率び悪くなるばか0でなく危おですので、巧のま領で適時巧 
おをしでほこりを取り陈いでください。 



1. 前商ガードをを側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまわしでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま恵しで、掃除おなどで内部のほこりをきれい(こ 
掃おしで < ださい。 

3. やわらかい巧などで、反が板及びガラス巧简をきれいに巧いでください。 

4. 捕除力*おわりましたら、をとどおりにじツトしでください。 











■ガラス円筒內部の掃お（適時） 

•にま意]欄がま、ストーブをお义させ巧分巧巧してから、おこなってください。 

熱いがおでおこなラとやけどのおそれびあります。 __ 

♦長期間の使亂こよりガラス円筒がすすけて炎が見えにくくなったときは、 16〜17ぺ’ジ 「ポットバ-ナの掃陈」の 

頂(こしたびい、スクルトンをはすしでガラス円筒を掃陈してください。 


讀は、•.養細掛が、..啤ち部 mm 

画 mmmt 



鼠钱:;念:^鮮荒語むノ S 總驗 r 忘煮黑常、磨麵励こな 


隹ノズルの巧端にずずが巧着しますと、異窜燃焼になったり、着义不良や消义時間び長くなる原因しなりまず。 

シーズン巧めには必す点検しでください。 A 

点义ヒータ、点乂ネット、ノズルの点檢•交換は破損のないよラにミ主意しでおこなラ必要がありますので、必すお賈い 

おめの販売店に依頼して < ださい。 


■フレーム□ツド（燃焼制御装置）の点巧（適時） 

参フレーム□ツドの先端にすすが巧着したり、フレーム□ツドび変形すると、誤作動の原因になります。 

すすの巧着ゎっレーム□ツドの変おびある場さは、必すお質い求めの販売店に点巧-交換を巧頼しで<ださい。 


卿贏なり、きびがくわでくることびをります。このよ 


ラなときには、巧流巧送風機ファンのほこりを取り餘いでください。 

♦ストーブ後側の巧流巧送風機のファンフィルタをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り除いてください。 
♦掃除終3を、ファンフィルタは必すちとどおりに取り巧けでください。 


■地震などの災室び発をしたとぎの点巧についで パ*令 

♦巧瘦などのお害び発生し、ストーブに振動や衝撃び如ねったときは、運転削し必す次の点おをおしなっでくさい。 
• 給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 

• 灯油配管からのもれの確認 。 

点検で異常が見つかった場合は、お買いずめの販売皮に修理を巧賴しでください。 


9.定巧点檢 


長期間ご®巧になりますと、 ストーブのな横び必奪でず。 

2シースンに1回程度、シーズン終了をなどに、お買いあば店又は、修理資格者〔(お）曰本石油燃焼機器保守協を （T E 
L 03-3499 — 2928) でおこなラ按術管理講習含お了者（石油機器巧術管理±)など）のいる店などに点巧巧頼される 
ことをおすすめします。 







■なのよラな現象はが摩ではありません。 

•修理を依爲される前にちラー度おおかめください。 


現 象 

r 説 巧 

点 

乂 

時 

追 

义 

時 i 

巧めで使巧ずるとき、煙やにおいびでる。 

______ _ __ __ 

耐热垄巧やほこりヴ焼けるためでず。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

そが点义方巧のため予熱持間び2分程度必要です。 

(予热時間はき湿によりぎかを化します。） 

燃巧開始時や消义をに r ピチピチ J といラ音がする。 

巧体内部か f 薪により瞭お、顿あずるためでず。 


扁义時にポンと音がする。 

^点义ずるときに発をする*义音で、異常ではありません。 


■使巧中に冥常がありましたら、次表により原困を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないときや、 処ち のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近くのコ□ナお客 





青《の中に黄色いが（ホ乂)が混じる。 

異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

おが気筒の巧錦から連続のに白煙び出る。 

外気溫び低くなると、排気ガス中に含まれでいるか分び 
凝結しでが蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

去 

の 

値 

巧巧ぎれの際、一瞬がが大きくなつで消义する。 . 

異常ではありません。 

停電したとさの再通霉直を（尼1または^£互表示）点义 
操作をすると、で巧表示び化ることびある。 

停電によりストーブの温度び一時のに上昇するためで、 

異常ではありません。 4 〜 5 分冷却したをに、点义操作し 
で < ださい。 1 


様ご相談,奪□にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 



職 

避 
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■部品交巧のときのま應 

【 A ま意 I 不完をな修理、巧巧はち巧ですので、部品の巧換、街!巧が必爱の角含には、お質 
い巧めの巧巧店及は、修巧資祐さ[(財）白本5巧が巧巧器な巧巧をでおこなラ巧が含巧巧普 
を修了さ （5 巧がお巧術管巧±)など）のいる巧売店にご巧踐ください。 


»品巧巧は ：] D ナ純正部品 とご指定ください。 



設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検-ま入れの項を参照し、次 
の要領で保管しでください。 


1•電源プラグをコンじントからないでください。 

• 齡ま意] 巧■したままで保篇する《をを化ず、[プラグは巧いでください。 

2•油タンクのながはすつか0化しでください。 

参中にか分やごみを巧したままにしでおきまずと、油タンクか*腐食ずる原因になりまず。 

3 •定巧面器の中の灯油を巧いでください。 

4♦塞装部分は、しめつた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•放が器のサビなどがあるところを ペーパーで 磨き r 補修巧の壺糾側巧） 
で塗装しでください。 

6 •フアンフイルタのごみやほこりを取りないでください。 

7•巧部のごみやほこ0を取りおいでください。 
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お考）.標華適室は、 


ii 麵■酬 I 誦^^^^^^ 

r ポット君;-屋巧巧，強制お排気お‘強制巧流お __ 

^ 養気点乂す __ 

■ — 灯油 （ J に1着な巧） ~~ 

； ~ 0.709 L/h _ 

I . 0.198 L/h _ 

； 26,260 kJ/h 熱効率86.0% ___ 

^ 7,330 kJ/h 熱巧を83•些^__ 

； 6.28 kW _ 

: 1.71 kW _ 

': 86.0% (目盛大のとき)__ 

' 83.8% (目齒微かのと琴^__ 

木造 26.5 m 2 (16 畳）まで‘ ] ンクリ-卜36.5の 2 (22 畳） まで 
' 木造 28,0 m 2 (17 畳)まで’コンクリート 43.0 m 2 (2 选）ま で 

- 高さ61 6 mm -幅 748 mm . 奥巧 472 m m (屋台を含む) _ 

； ^ "" 30 k 邑 _ 

一 — 100 V 50/60 HZ __ 

' 点义時 340/340 W • 最大燃焼時 41/42 W • 最ル燃焼時 19/20 W • 最大 600/600 W (点义初期に巧時間発を厂 
~~~~ ^ QU 4-3 _____ 

D 40 _ 

075 mm 

260でな下 _ 

. 目 A 10A 

好醒白動消义装置 • 点义巧を装贾-燃焼制御装置，停 霉安を装お‘過熱防止装置 _ 

再点义安を装垣-お電流巧止装置 • が気管あけ検巧裝置 I 燃爲巧送風機異常お出装置 -巧流用ち風が黃常お出装 g ■ g まサー S スタ 
屋台1個、おが気筒む7ジ円1§、 遮熱お1個 r スリ ー ブ1個、本体固定ま具2樹、ゴム製送油管稱 f すバンド2惯 
な固を人‘曰本ガス5油磯器工業含の算定基;華によります。 


最大 600/600 W (点义初期に巧時間発を） 


停霉安を装ち*過熱防止装垣 



































































































































15 •据えなけ 



据え巧けや移動工事は販巧店または、据え1すけ業者に依巧し、お客様ご自身では巧わないで<ださい。 


K 据え巧け場所の選定巧び標準据え巧け例 m 


据え付けについでは、义災予肪を例、軍気設備に巧ずる技術暮準など法をの基準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特にまちしでいただきたいこと（安をのために必すお巧0ください) J をお読みになり、販壳应又は提え巧け業着とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例」じついでは、下因を参おしでください。 













































ス I -ー ブのおえ巧けは下図を満足させる位置に取り巧けでください。 







•側方障害物は、両側にあってもよいが給が気茵と障害物、可燃觀との距雖は 45 cm む上とっでください。 

参前ちに巧や建物びある場含はおが気筒先端と前ち障害物との距雜は 60 cm な上雖し、かつ上方および両測ちに気流を阻 
止ずる障害物びないよラにしでください。 

垂おが気筒下面は地面から 20 cm が上離ずよラにしでください。なお積望地域では、おが気筒巧端が雪でふさがれるおそ 
わのない高さをお保しで < ださい。 


;:'苗毎め鋪難をしな細绩こ巧みぉ輸秦 C 摇議拓1骂, J 瞻鹽:萌祟議画 

♦巧に巧をあける翊を、'.齡巧巧むある■爾接’ガス.'ホ献嫩含たあ技鱗鮮 I 蹄 t 咖辦蝶 基異[:;巧;. 
































標準据文巧け例 


34 cm ,15 cnr ] 


27cnn_ 


が上 



. f ;. ちなお的がお） 



:巧: 

難 


I 巧薪がを取り巧口ない場さは、 
A 寸るを 30 cm な上Iこしでく : 
ださい. 

♦点を‘ま A れのため、3寸をを: 
30こでぶ上じしでください： 


♦ XE 日の寸法は、巧义性能評定委員舍により近接認定されたをのです。 


(51.6cm) 



咳 


{14.8 cn ) 


参マントルピースなどストーブび囲われる场巧に設涅ずる巧合の的部やその商のは、不燃が巧または準不燃が料あるし、 
は防熱板で化上げをおこなつでください。またストーブは必す窒面より7伽な上ま前に出しでください。 


給が気筒を延長する場含のを意 


•おが気筒を延長する場合は、 3 m 3 ffl がりが下で巧げけられる場所を還定しでください。 


積雪が区におけるま意 


•積墅の多い地ちでは、積雪時に給が気筒が'雪でふさがれないよラな取が場所を還定しでください。また、風がよどむ 
よラな巧巧では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことがあります。 


据え巧け後の確認 


据え巧けがおわりましたら、ちラー度、工事説巧害の r まをのために必すお守りください J をお読みになり、工事說巧 
含に記載されでいるとおり据え1すけられでいるかどラかを確致しでください。 


〔マントルピースなどに設巧する場さのストーブ周囲寸法〕ストーブは必す壁面より7师な上ま前におすこと。 


T3SCU 





試運転は販壳店又はおえ巧け業着とごいつしよに必すおこなつで < ださい。 


■運転華備 

•IA ま®巧巧プラグをコンたントに巧の板巧まで巧まに差しこんでください。 

•ミ由タンクに給油し、送'油経おの空気抜きをしでください。 

垂送'油経路やス I -ーブより巧ちれびないか確認しでください。 

•まを装置をたツトしでください。 

〔定油面器リじットレバー（黒毎）を左方向に止まるまで巧してください。〕 
•タイマー運転になつでいませんか。 


■運乾 



1. 運転スイッチを巧しで！*入」にしでください。 

参注意"!巧めでお使いになるとまは、耐熟塞ななどび巧けで煙とまい 
がでまず。おをあけで部屋の巧気をしでください。 

•3 〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にのりかねります 


2. 異常びなければ、义力調節つまみを「微か」〜「大 J に設定しでください。 
•炎のが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（巧义）びまじつでち異常で 
はありません。 


■お义のま順 



参建転スイッチを押しで f の」にしでください。 

運振ランプび消なしまず。 

燃焼室がお®ずると白動的に燃焼巧送風機、巧流巧送風機び停止し、時刻表 
示が外のすべでのランプび消なしまず。 























広居巿安化巧区祗困 3-27-20 
広島巿巧化巧区浪 03-27-20 
晒山巿辰巴 35-1 03 
米寻巿呂ス美の 235-1 
爲巧巧徳山さーノな寺563 1-4 


の 27 )36、一が〇 6 ;巧表) 
か 27)363-89 日日(代表$ 
ミ02目) 632— 5105(代表) 
ミ 028)632-51 如(巧表$ 
ミ0276)38-6571(げ窦 $ 


福岡巧博を区乗比恵 2-2-40 

福岡巧巧を区東比恵 2-2-40 

化化州巿小産北区愛夏2-6ィ 

居兒島巧坦上 7-16-5 

巧本帝昆ノ上 1-11-12 

長崎県西彼牌掛時ま肚を底巧巧货 74- 

夏顿巧巧島 3-59 - 2 

大分巧云を 1-19-7 


東京都北区豊巧 8-4-8 
東を都北区呈島 8-4 -日 
ホ:戸巿笠原の6日 3-2 
松戸市育琢新巧 95-5 
さいたま巿化区き野の 1-332-6 
つくば巧さ曲が 6788- 19 


TE し(日 3)3927 -1151(げ表) 
下孔く 03)39 り-1131(が巧$ 
下巨 L か 29)241-2 172(巧き) 
TEL (047)3 1 2- 8330(巧表く 
下0_ り 48)651-1231 が表〉 
下巨1_^029ぅ839—日32己ミげ表^ 


赁浜ま 店 
コ D ナテクニカルサ-ビス(術 
立川営業巧 
〕□ナテクこカルサ-ビス(持） 
巧巧営冀巧 
コ〇ナテクニカルサービス(巧） 


横巧巿戸巧区原盾4 了目 7-1 3 

横お市戸琢区原垣4 了目 7-1 3 

立" I 币西踏巧 1-6 目-13 

立り怖西妙の 1-66- 13 

山梨県中巨摩邦昭和の西を2491 -2 

山梨県中巨を郡旧がの西条249 V 2 


仙 台 ま 巧 
言が〕□ナメンテナンス 
郡山営業所 
コ□ナメンテナンス福島 
;育)コ□ナメンテナンスミま 
山お営業所 
コ□ナメンテナンス山お 
圧的営業所 


イ山台巧實巧野区呂ノホの1 -7-32 
イ山台市宮城教区己ノ出町1 -7-31 
郡山币巧巧 1-51-9 
郡山巧巧巧の巧なまおす東 30- 1 
を津若松巧 P う旧の巧夕まれた元 855-1 0 
山巧币索ち坦 3-6-28 
山お市巧青苗 3-6-28 
酒坦市热の 1-183-1 


千11 4-0003 
于1 14-0003 
干3 10-0 日52 
で 270-2222 
〒331-0811 
千 305-0861 

干24日-0063 
〒24日-0063 
干 190-0034 
T 190-0034 
T 409-3866 
〒409‘3日66 

〒37日-0007 
〒370-0007 
〒32 1-0933 
干32 1-0933 
T 373-0825 


ホし暢巧白5怪平和通 16 T 目南 VI 9 
札幌巿白5区米軍3条 2 T 目 6-25 
函お市西ち梗 BT 21-2 
祖リ I 巿乗巧り I 巧1条2了有 2-5 
帯に巿西12み巧1了目 30-1 
制 I お市巧面の 4- 17 
化見巧美芳の目- 1-30 


〒731-0138 
干731 -0138 
T 700-0976 
〒6扫 3-0035 
〒 745-08 目2 


TEL (0 扫 2) 日71 — 3310(巧表) 
TE し (082)871 —331己 ^巧表 
TEL (086)243 —口 51が表) 
TE し! 0859)33 —81已7¢ け表 
TEL (0834)22-5567 (巧表) 


干8じ-0007 
干81 2-0007 
干 803-0828 
〒 890-0034 
〒862-0913 
于85 1-21 06 
千 880-0032 
T 870-0 108 


TEL (092)474-5771 l 
TE し (092)474-60011 
TEL (093)592-8611 i 
TE し (099)281-13211 
TEL (096)367-736 H 
TEL (095^882—7710, 
TE し (09 日 5)29- 168。 
TE し (097)523 —5161 ^ 


于9200027 TEL (076)260— 0日67(巧を) 

〒920-0日27 TELCO 76)2 60 -00 38 ( t ^ H ) 
T 930-0985 TEL か765444 -0 日67(げ衰5 
干918,8237 TEL の 776)23 -0567(巧を) 

干 455-0803 TEL (052)383— 3330(げ表) 

T 455-0803 TEL れ 52)384-5670 が勤 
テ 422-8034 下 EU 054)238— 0005ミげ表) 
干500 -8358 TEL (058)268-7555( だ表) 
〒514-0目19 TEL ミ 059)234-847 バだ教 
デ41 0-0303 TEL わ 55)968-62 10^ けを) 
T 444-000 7 TEL わ564に卜02巧如巧) 

デ 564-0044 TEL (0636380-2111 くげ巧) 

デ 564-0044 TEL かが6386—日670加を 
テ 760-0078 TEL りの) 835— 1711が新 
-612-84 M 下£。075)643-2002如'^^表) 

干65 V 2 133 TEL (078)922-243 Uft ^) 
T 522-0024 TEL 0749)24-6239 的ち 
〒目 20-0061 TEU 0773 た 2— 0827(巧表) 


〒955-0364 TE しの 256)32— 2126(代表) 
〒955-0864 TEL {0256 j 32-21 29(けき) 
T 950-0855 下£1_わ2已)う86-9131(+^^表$ 

T 38 1-0022 TEL ; 日 26)22 卜5111(代表ミ 
T 38 1-0022 TEU 日26^2 1—2304 (代を^ 
T 944-0001 TELf 0255}73-751 1(巧お》 

干 399-0033 TEL (0263)26-0051 (巧责^ 
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1 お客様ご相談窓口~覧表 I 

修理サービスや製品についでのご相談は機種各をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依頼<ださい。 

ごお居やご贈答品などでお画りの場食は、下記のお近くの窓□にご相談ください。 

名称、巧を地、電話番号は、変更する場含ろ*ありますのでご3承ください。 
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